
奈良工業高等専門学校グローバル工学協働教育プログラム履修規程 

 

平成３１年 ２月１３日制定 

令和 ６年 ２月 ８日改正 

（趣旨） 

第１条 この規程は奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）におけるグローバル工

学協働教育プログラム（以下「教育プログラム」という。）の履修について必要な事項を

定める。 

（目的） 

第２条 本教育プログラムは，国籍，人種，言語，性別などの違いに関係なく人々と自由に

意思疎通して信頼関係を築きながら活躍できるグローバル・プロフェッショナルリーダ

ーの育成を目的とする。 

（プログラム構成） 

第３条 本教育プログラムは，本科を対象とするグローバル工学協働教育ベーシックプロ

グラム（以下「ベーシックプログラム」という。）並びにグローバル工学協働教育ネオベ

ーシックプログラム（レギュラーコース・リーダーコース）（以下「ネオベーシックプロ

グラム」という。），及び専攻科を対象とするグローバル工学協働教育アドバンストプロ

グラム（以下「アドバンストプログラム」という。）で構成される。 

（授業科目及び単位） 

第４条 本教育プログラムの授業科目及び単位は，学則別表第６のとおりとする。 

（履修対象期間） 

第５条 本教育プログラムの履修対象期間は，ベーシックプログラム及びネオベーシック

プログラムについては本科第１学年から本科第５学年の間，アドバンストプログラムに

ついては専攻科第１学年から専攻科第２学年までの間とする。 

（履修対象者） 

第６条 本教育プログラムの履修対象者は，ベーシックプログラムにおいては，グローバル

教育センター運営委員会によって選考された学生とし，ネオベーシックプログラムとア

ドバンストプログラムにおいては，本教育プログラムの修了に必要な科目を履修申請し

た学生とする。 

（履修の届出） 

第７条 前条の学生が奈良工業高等専門学校学則別表第６に定める本教育プログラムの授

業科目を履修するためには，次の各号の手続きを行わなければならない。 

一 ベーシックプログラムにおいては，あらかじめ所定の届書をグローバル教育セン

ター長に提出すること 

二 ネオベーシックプログラムにおいては，次に示す科目を除き，年度当初に科目履修

申請書をグローバル教育センター長に提出し許可を得ること 

 



科目群 履修手続き 

実用英語Ⅰ−Ⅲ 指定された期間中に単位認定申請を行うこと。 

海外協働研修Ⅰ−Ⅴ 学内公募型の海外渡航プログラム，あるいはこれに準じたもの

とグローバル教育センター長が認めた海外渡航プログラムに

応募した時点で履修申請をしたものとみなし，当該プログラム

への採択をもって履修を許可する。 
 

三 アドバンストプログラムにおいては，科目の履修申請を奈良工業高等専門学校専攻

科履修規程第３条に定める方法で手続きを行うこと 

（単位の認定） 

第８条 本教育プログラムの各科目において，目標に到達していると判断される場合，ベー

シックプログラム並びにネオベーシックプログラムにおいては「認定」の評語を与え単位

を認定する。ただし，複数年度にまたがるプログラムや単位認定後に実施される当該年度

内プログラムに参加した場合，翌年度開講科目の履修として認めることがある。アドバン

ストプログラムにおいては１００点法により評価した後，海外インターンシップ以外は

次の評語の区分により評定し，その科目の単位を認定し，海外インターンシップは次の評

語の区分により「Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ」の評語を与え単位を認定する。 

 

評点 100～90 89～80 79～70 69～60 

評語 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

認定 
 

（プログラムの履修継続条件） 

第９条 本教育プログラムの履修継続条件は，ベーシックプログラムにおいては，選択科目

を含む正課科目の学年成績の総平均点が７０点以上であることとする。学年成績の総平

均点が７０点未満の場合には，次年度のプログラムを履修できない。ただし，次年度以降

に学年成績の総平均点が７０点以上となった場合は，所定の履修再開希望届をグローバ

ル教育センター長に提出することで，その翌年度から本プログラムの履修再開が可能と

なる。 

（教育プログラム修了要件） 

第１０条 本教育プログラムの修了要件は，次の各号を満たすものとし，ベーシックプログ

ラム並びにネオベーシックプログラム修了者においては卒業時に，アドバンストプログ

ラム修了者においては専攻科修了時に教育プログラム修了証書を授与する。 

一 ベーシックプログラム履修生においては，ベーシックプログラムで定める全ての科

目の単位を修得し，かつ正課科目について本科第１学年から本科第５学年までのグロ

ーバル教育プログラム評価指数の平均値が２．３以上であること 

二 ネオベーシックプログラム（レギュラーコース・リーダーコース）履修生において

は，当該プログラムのそれぞれのコースで定める必須または選択科目の修了に必要な



単位数を修得し，かつ奈良工業高等専門学校学則第１２条に定める卒業に必要な全教

育課程を修了していること 

三 アドバンストプログラム履修生においては，アドバンストプログラムで定める全て

の科目の単位を修得し，かつ専攻科第１学年から専攻科第２学年までの専攻科全履修

科目のＧＰＡが３．０以上であること 

（グローバル教育プログラム評価指数） 

第１１条 前条第一号に掲げるグローバル教育プログラム評価指数とは，当該年度におい

て履修した各授業科目の成績に係るグローバル教育プログラム評価ポイントに当該授業

科目の単位数を乗じて得た数値の総和を，履修した各授業科目の単位数の総和で除して

得た数値をいう。ただし，小数点第３位は四捨五入するものとする。 

２ 当該年度に履修した授業科目の成績評価に対して，次のとおりグローバル教育プログ

ラム評価ポイントを付与する。 

 

成績評定 優 良 可 不可 

学年成績評点 100～80 79～65 64～60 59～0 

グローバル教育プログラム

評価ポイント 
3 2 1 0 

 

（教育プログラムの修了の認定） 

第１２条 本教育プログラムの修了の認定をしようとするときは，グローバル教育センタ

ー運営委員会において必要な資料を整えるものとする。 

２ 前項の資料に基づき運営会議の議を経て，校長が認定の可否を決定する。 

（雑則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか，実施に必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規程は，平成３１年２月１３日から施行し，平成３０年度以降に入学した教育プロ

グラム履修対象者から適用する。 

附 則 

この規程は，令和３年１０月１４日から施行し，令和２年４月１日から適用する。 

附 則 

１ この規程は，令和６年４月１日から適用する。 

２ グローバル工学協働教育ベーシックプログラムは，令和５年度以前の当該教育プログ

ラム履修生在籍期間の末日をもって廃止する。 


